
 

 

 第６学年 算数科学習指導案 
児 童  

指導者  Ｔ１ 

   Ｔ２（河南中） 

 

１ 単元名 順序よく整理して調べよう［並べ方と組み合わせ方］（東京書籍 ６年 ｐ.164～173） 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元で育てたい 

資質・能力 

・順序や組み合わせについて，落ちや重なりのないように，起こり得る場合

を順序よく整理するための図や表などの用い方の理解 

・事象の特徴に着目し，順序よく整理する観点を決めて落ちや重なりなく調

べる方法を考察する力 

・数学的表現を用いて落ちや重なりのないように調べた過程を振り返り，多

面的に粘り強く考えたり，今後の生活に活用しようとしたりする態度 

学習指導要領の 

位置付け 

知識及び技能 Ｄ（２）ア（ア） 

思考力，判断力，表現力等 Ｄ（２）イ（ア） 

【教材について】 

・本単元では，具体的な事柄について，起こ

り得る全ての場合を適切な観点から図や表

を用いて分類整理し，落ちや重なりがない

ように調べることができるようにすること

をねらいとしている。 

・起こり得る全ての場合の中から，条件に従

って筋道立てて考えを進め，条件に合った

ものを見付ける力を育成する。 

・名称を記号化して端的に表し，順序よく整

理して調べる際に有効であることを実感さ

せる。 

・本単元の学習内容は，中学２年「確率」の

学習につながる。 

【児童について】 

・これまでに児童は，様々な観点から資

料を分類整理して表したり読み取った

りする学習をしてきているが，並び方

や組み合わせに関する学習は初めてで

ある。 

【指導にあたって】 

・順列の問題について，起こり得る全ての場合を，落ちや重なりなく調べるために，特定の一つ

を固定することや記号化することの工夫に気付かせ，表や樹形図を用いて順序よく整理して考

えるようにさせる。 

・組み合わせの問題については，順列での学びを生かして考える中で，児童が重なりを見付け，

順列との違いを捉えることを大切にしたい。さらに，一つを固定することや規則的に並べて調

べるという順列との共通点と，重なりを一つとみなす組み合わせだからこその整理の方法を理

解させたい。 

・自分の考えを筋道立てて説明するために，図や式，言葉などを関連付けさせて，考えの根拠や

意図を明確にさせる。 

・中学校教員と連携して授業を展開し，中学校の学習内容と関連付けながら学習を進めていく。

それにより，中学校での学習の見通しをもち数学科への不安感を減らすとともに，中学校での

学習への期待感を高める。また，中学校教員が自力解決や対話的活動の見取りをすることで，

より数学的な考え方を身に付けさせるようにしていきたい。 



 

３ 単元の目標 

（１）順序や組み合わせについて，落ちや重なりのないように，起こり得る場合を順序よく整理するた

めの図や表などの用い方を理解している。                【知識及び技能】 

（２）事象の特徴に着目し，順序よく整理する観点を決めて落ちや重なりなく調べる方法を考察するこ

とができる。                       【思考力，判断力，表現力等】 

（３）数学的表現を用いて落ちや重なりのないように調べた過程を振り返り，多面的に粘り強く考えた

り，今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。    【学びに向かう力，人間性等】 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 順序や組み合わせなどの事象

について，落ちや重なりがな

いように，図や表などを用い

て，規則に従って正しく並べ

たり，整理して見やすくした

りして，全ての場合を調べる

方法を知り，調べることがで

きる。 

① 落ちや重なりなく調べるため

に，観点を決め，順序よく整

理して考える。 

② 図や表を適切に用いたり，名

前を記号化して端的に表した

りして，順序よく筋道立てて

考えている。 

① 図，表などを用いて表すなど

の工夫をしながら，落ちや重

なりがないように，順序よく

調べていこうとしている。 

② 順序や組み合わせの求め方

を，進んで生活や学習に活用

しようとしている。 

 

５ 単元指導計画（７時間） 

時 ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法等 

「・」…指導に生かす評価 

「◯」…記録に残す評価 

知 思 態 

１ 

順序について，落ちや

重なりのないように調べ

る方法を考え，図や表な

どを用いて調べることが

できる。 

①事象の特徴に着目し，順列

について，落ちや重なりの

ないように調べる方法を考

える。 

 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

・態度① 

行動観察 

ノート分析 

２ 

順序について，落ちや

重なりのないように調べ

る方法について理解を深

める。 

①順列について，表や樹形図

などを用いて調べる方法を

考える。 

・知① 

行動観察 

ノート分析 

  

３
本
時 

組み合わせについて，

落ちや重なりのないよう

に調べる方法を考え，図

や表などを用いて調べる

ことができる。 

①事象の特徴に着目し，組み

合わせについて，落ちや重

なりのないように調べる方

法を考える。 

・知① 

行動観察 

ノート分析 

  

４ 

①組み合わせについて，表や

樹形図などを用いて調べる

方法を考える。 

・知① 

行動観察 

ノート分析 

○思➀② 

行動観察 

ノート分析 

 

５ 

単元の学習の活用を通

して事象を数理的にとら

え論理的に考察し，問題

を解決する。 

①学習内容の生活への活用を

考える。 
 

・思①② 

行動観察 

ノート分析 

○態② 

行動観察 

ノート分析 

６ 

学習内容の定着を確認

するとともに，数学的な

見方・考え方を振り返り

価値付ける。 

①学習内容の習熟・定着に取

り組む。 

②数学的な見方・考え方の振

り返りをする。 

○知① 

行動観察 

ノート分析 

○思①② 

行動観察 

ノート分析 

○態①② 

行動観察 

ノート分析 

７ 

学習内容の定着を確認

する。 

① 評価問題に取り組む。 ○知① 

ペーパー 

テスト 

○思①② 

ペーパー

テスト 

 

 

６ 本時の指導（３／７） 



 

（１）具体の目標 

四つのものの中から二つを選ぶ組み合わせについて，重なりを消す必要性に着目し，図や表を用

いて，規則に従って正しく並べたり，整理して見やすく表したりするなどの工夫を通して，落ちや

重なりがないように順序よく調べることができる。 

（２）研究との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）展開 

段階 学習活動 
教師の役割と指導上の留意点   主 ◇評価 

Ｔ１ Ｔ２ 

導
入
（
１０
分
） 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題を把握する。 

 

 

 

３ 課題の見通しをもつ。 

・全て書き出す。 

・表を使って考える。 

・樹形図を使って考える。 

 

 

・経験を話し合わせ問

題の場面を捉えさせ

る。 

・並べ方と組み合わせ

の違いについて確認

する。 

 

 

・「Ａ対ＢとＢ対Ａは

同じ」，「順序よく考

える」ことを確認す

る。 

 

 

・児童全体の学習の様

子を見る。 

 

 

 

・「総当たり戦」の言

葉とその意味を説明

する。 

 

 

【教師の意図的な関わり】 

・根拠を問う発問 

→「どのような方法で求め

ましたか。」 

・比較を促す発問 

→「それぞれの考え方の共

通点は何ですか。」 

→「それぞれの考え方のよ

さは何ですか。」 

・適用問題に取り組む。 

・学習の振り返りを行う。 

【対話後の児童の思考】 

・図や表は見やすく分かりやすく整理できる。 

・全ての考え方は，重なりを消している。 

・重なりに気を付ける必要がある。 

【対話の意図】 

・隣のペア，同じ班グループで行う。（形態） 

・答えと方法を確かめる。（内容） 

・それぞれの考え方の共通点を見いだす。(内容) 

・前時までの考え方との相違点を見いだす。(内容) 

・それぞれの考え方のよさを見いだす。(内容) 

○課 落ちや重なりがないように組み合わ
せを調べる方法を考えよう。 

○問Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの四つのチームでバ

スケットボールの試合をします。 

どのチームも，ちがったチームと１回ず

つ試合をするとき，どんな対戦があるか

調べましょう。 

【自力解決での児童の思考】 

・全て書き出し，同じ対戦を消す。 

・樹形図に表し，同じ対戦を消す。 

・表を使って考える。 

・図を使って考える。 



 

展
開
（
２５
分
） 

４ 自力解決をする。 

 

５ 集団解決をする。 

（１）小グループ 

  ・どのような方法で求めたか，自分の考

えを説明する。 

（２）全体 

  ・それぞれの考え方の共通点を考える。 

  ・並び方との相違点を考える。 

  ・それぞれの考え方のよさを考える。 

 

（３）問題の答えを確かめ，まとめにつなげ

る。 

  ・12の対戦のうち，同じ対戦を消すと，

対戦は６試合。 

  ・表の半分が，どんな対戦があるかを表

しているので，組み合わせは６試合。 

   答え 対戦は全部で６通り 

 

 

・机間指導をしながら

つまずいている児童

に支援する。 

 

 

 

 

・自分の考えを筋道を

立てて説明できるよ

うにまとめさせる。 

 

◇組み合わせについ

て，落ちや重なりが

ないように，図や表

を用いて，順序よく

筋道立てて考え，調

べている。 

【思・判・表】 

 

・必要に応じて，説明

を補足する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題の答えを確認し

ながら，子供たちか

ら出された言葉でま

とめにつなげる。 

 

 

・自分なりの考え方を

もっている児童を積

極的に称賛し，説明

準備を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・④の考え方が出ない

時はＴ２が提示し，

図が表している意味

を他の考え方と関連

させながら考えさせ

る。 

 

・必要に応じて，説明

を補足する。 

【対話後の児童の思考】 

・全ての考え方は重なりを消している。 

・並び方は落ちがないように気を付ける

必要があったけど，組み合わせは重な

りにも気を付ける必要がある。 

・④は速く簡単に試合数を求めることが

できる。ただし，チーム数が多くなる

と分かりにくくなる。 

・①と②は，試合数だけでなく，どんな

対戦があるかが分かりやすい。 

【自力解決での児童の思考】  

 

 

 

 

①すべて書き出し，同じ対戦を消す。 

A の試合 A－B A－C A－D 

B の試合 B－A B－C B－D 

C の試合 C－A C－B C－D 

②樹形図に表し，同じ対戦を消す。 

B    A          A    A 

A－  C  B－    C  C－B  D－  B 

  D    D         D    C 

③表を使って考え

る。 

 A B C D 

A  ○ ○ ○ 

B   ○ ○ 

C    ○ 

D     

 

④図を使って

考える。 

A     D 

 

B     C 

根拠を問う発問 

比較を促す発問 

【教師の意図的な関わり】 



 

終
末
（
１０
分
） 

６ 学習をまとめる。 

 ・落ちや重なりがないように調べる方法に

ついてまとめる。 

 

 

 

 

７ 適用問題に取り組む。 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

・既習の算数用語を使

用し振り返りを書か

せる。 

・考えの変容がわかる

ような振り返りを書

かせる。 

 

・起こり得る場合を順

序よく整理して調べ

る活動は，中学数学

の「確率」の学習に

つながることを伝え

る。 

 

・正解している児童に

は丸を付け，補充問

題を提示する。 

（４）板書計画 

 

○ま組み合わせを調べるときも，表や図に
表して順序よく調べるとよい。 


